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事業概要  

 近畿自動車道敦賀線は、中国縦貫道、名神高速道路、北陸道と一体となって高速道路ネットワークを形成し、

近畿地方の一体的な産業、経済、文化の交流発展に資する路線である。 

Ｓ５３年度事業化 都市計画決定  ― Ｓ５７年度用地着手 Ｓ６１年度工事着手 
全体事業費 １，０６１億円 事業進捗率 ７３％供用済延長 ２３km

計画交通量   約８，５００ ～ 約９，４００台／日 
費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ  総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  
(事業全体) 1．8 
 
(残事業)  1．2 

    177/2,245億円 
 事業費：163/1,922億円 
 維持管理費：14/324億円 

     215/4,037億円 
 走行時間短縮便益：208/3,355億円 
 走行経費減少便益：-3/426億円 
 交通事故減少便益：  10/256億円 

 平成２７年 

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施 

 交 通量変 動 ： B/C=1.3（交通量+10%）            B/C=1.1（交通量-10%） 

  事 業費変 動 ： B/C=1.3（事業費-10%）            B/C=1.1（事業費+10%） 

 事業期間変動 ： B/C=1.3（事業期間-1年）          B/C=1.2（事業期間+1年） 

事業の効果等    
・国土・地域ネットワークの構築(当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する) 
・災害への備え(緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する) 

・災害への備え(並行する高速ネットワークの代替路線として機能する)            他１０項目に該当 

関係する地方公共団体等の意見  
［京都府］ 
 近畿自動車道敦賀線については、災害時の緊急輸送、救急医療等において日本海側国土軸として、また今年全

線開通した京都縦貫自動車道と連結しネットワーク上、非常に重要であると認識しております。 
 福知山から舞鶴西の４車線化については、日本海側拠点港である京都舞鶴港の支援を始めとする京都府北部の

活性化においても必要であり、用地買収も完了していることから、早期の完成に努められたい。 

事業評価監視委員会の意見   
「事業継続」とする対応方針（原案）については、了承された。 
＜委員からの主な意見＞ 
・当該区間は、部分的に追越車線が設置されているものの上り坂が多く十分とは言えない。運転者の負担軽減や

安全性の更なる向上など、４車線化の必要性は十分にある。 
・中国道や名神高速の代替のみではなく、京都縦貫道の代替路としても重要な路線である。 
・舞鶴若狭道の全線開通により、中京圏からの観光客が増加していると感じている。観光地をより快適に周遊す

るなど、４車線化に寄せる期待は大きい。 
・舞鶴港にある海上自衛隊と伊丹など内陸にある駐屯地とのアクセス向上など、安全保障や防災の観点からも当

該道路は重要な道路であり、機能強化が必要と思われる。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  
・当該区間は、平成３年に暫定２車線として開通。 
・同路線の小浜～敦賀ＪＣＴ間が平成２６年７月に開通し、舞鶴若狭道が全線開通。 
・京都縦貫道（京丹波わち～丹波）が平成２７年７月に開通し、京都縦貫道が全線開通。 

事業の進捗状況、残事業の内容等 
・４車線の用地取得が完了し、暫定２車線にて供用中。残る２車線について本線工事を進めている。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  
・暫定２車線にて供用中であり、残る２車線について本線工事の進捗を図る。 

施設の構造や工法の変更等  
・事業の進捗に合わせ、設計並びに施工計画等の精度を上げていくとともに、新技術・新工法の採用や現地の状

況変化も確認しながら、コスト削減を図っていく。 



対応方針 事業継続 
対応方針決定の理由  

以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 
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